薬物乱用防止教育

第６学年 保健学習指導案

平成　　年　　月　　日

　第６学年　　組　男子　　人　　女子　　人

指導者

１．題材名　｢絶対ダメ！！薬物乱用｣

２．指導のねらい

　　　医薬品も「薬物」の一種であり、目的や正しい使用法について理解するとともに、それ以外の目的で使用することを薬物乱用ということを理解できるようにする。そして、害について話し合い、心身の健康に深刻な影響を及ぼすことを理解できるようにする。薬物乱用の害を学んだことを受けて、誘われた時の断り方を考え、自分の健康は自分で守り、健康によい生活行動を自ら実践できるようにすることをねらいとしている。

３．指導目標

（１）酒やたばこ、シンナー等の有機溶剤、覚醒剤等は有害な薬物であることを知る。

（２）喫煙・飲酒・薬物乱用の心身への害について正しく理解する。

（３）薬物乱用を回避することの重要性に気づく。

４．展開例

	
	学習活動
	教師の支援
	資料

	導

入
	1.写真を見て、薬物による体への影響を知る。


２．薬物乱用の意味を知る。
３．有害な薬物の心身への影響を知る。


４．薬物を勧められたら、どのように断ったらよいか考える。


	・インパクトのある写真を掲示し、児童の関心を引きつける。

・薬物を乱用した結果、脳細胞が縮んだり、脳の中で出血が起こった写真であることを伝える。

・違法な薬物（法律で使用や販売を禁止されている）の種類について知らせる。


・法律で使用や販売が禁止されている薬物だけでなく、病院や薬局で出されている治療のための医薬品を含め、種類関係なく、気分を変えられるものなら何でもドラッグ（薬物）になりうることを事例を示しながら理解させる。医薬品でも使用方法と使

用量を守らないと危険である。

・これまでの学習を振り返り、有害な薬物の心身への影響について知っていることを発表させる。

・薬物乱用者の手記を紹介し、有害な薬物の心身への影響や周りの人への影響を理解させるとともに、薬物依存になるきっかけは、少しだけなら大丈夫だろうという自分の甘さやいたずら心であり、誘ってくるのは、親しい友人や先輩・恋人であることが多いことに気づかせる。

・ロールプレイイングを活用して、薬物乱用の誘いを受けた時の断り方を考えさせる（誘う役は、必ず教師が演じる）。
	・教材１；

スライド1～2

２種類の脳の

写真

・教材２；

スライド3～5

・教材３；

スライド6～7

・資料１；

薬物乱用者の

手記

・教材４；

スライド8

	まとめ
	５．薬物乱用防止のために自分

に出来ることは何かを考え、発表する。
	・薬物乱用を防止するのは、自分

自身の強い意志であることに気づかせる。
	・教材４；

ワークシート


【資料】

｢自分でつくる紙芝居　“くすりってなんだろう”｣東山書房

資料１

【覚醒剤乱用の娘さんをもったお母さんの手記】

　高校卒業を目前にしたある日、「娘さんが覚せい剤事件で捕まった。」との連絡を受けました。その時、娘は「２度と覚せい剤には手を出さない。」と約束してくれたのです。

ところがいつの頃からか、また以前の不良仲間と付き合うようになり、しばらくすると、御飯を食べるときに、「御飯の上に虫がいっぱいいるよ。」とか、カーペットに付いた髪の毛などを見つけては、「虫がいっぱいいるよ。」と１本１本丁寧に拾い集めたり、深夜に鼻歌を歌いながら洗濯を始めたりしだしたのです。そんな様子から、警察に相談に行こうとしていた矢先に、「ホテルの３階から娘さんが飛び降りた。」との電話が入ったので

す。娘は、暴力団に大量の覚せい剤を注射されて、発作的にホテルの窓から飛び降りたとのことです。娘は、廃人同様となり精神病院に入院中です。一時は娘を連れて自殺まで考えましたが、娘が不憫で死に切れませんでした。

これからは、親の責任として、娘の回復を夢みながら頑張っていくつもりです。

【好奇心で始めた男性の手記】　

私が最初に覚せい剤を打ったのは、高校を１年で中退した直後の15歳の時で、その頃、市内をブラブラして遊んでいたＡから、風呂の中で「いい気持ちになるのがあるから、打ってやろうか」と誘われ、覚せい剤とも知らずに注射してもらいました。このとき私が拒否すればよかったのですが、好奇心もあり、注射してもらったわけで、一度注射するとなかなかやめられなくなりました。覚せい剤欲しさに、４０万円くらいを使い、回数にして１２０回は確実に注射していることになります。　覚せい剤を常用しますとボケてしまい、体の調子がおかしくなり、何事に対しても消極的な態度をとるようになってしまいます。それだけ体が弱ってしまうのではないでしょうか。私も覚せい剤を打つ前は、６７キログラム体重があったのですが、８か月の間に、５６キログラムに減ってしまいました。足元はふらつき、目のふちは青黒く、生き物の姿とは言えないくらいげっそりやせて、見られたものではありません。　また、睡眠不足になると、自分の言動、行動に責任が持てなくなり、だんだん信用されなくなり仲のよかった友達にも相手にされなくなりました。

ある日、行きつけの喫茶店に行き休んでいたところ、腕に何かあたったような気がしたので見てみると、２・３人の男が、横のテーブルにかけていました。私はこの男達がいたずらしたものと気をまわし、つかみ合いのけんかとなってしまったことがあります。後で、判ったのですが、私の方が勘違いし、いきなり因縁をつけ、殴りかかったようです。これも覚醒剤を使っている影響でした。
　覚せい剤というのは、何の利益もなく、体はむしばまれ、金はいくらあっても足らず、親から金を無心し、あげくの果ては、家族を不幸のどん底に陥れてしまいます。これは、私が実際体験したことですから間違いありません。　　　
この脳はなにが原因でしょうか。（教材１）





この中でどれが危険なドラッグ薬物だろうか。（教材３）





薬物から身を守るためには、断る勇気と強い意志をもつしかない！！











